
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月７日

【四半期会計期間】 第69期第１四半期（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

【会社名】 株式会社ミツバ

【英訳名】 MITSUBA Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　長瀬　裕一

【本店の所在の場所】 群馬県桐生市広沢町一丁目2681番地

【電話番号】 (０２７７)５２－０１１１(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長　　武　信幸

【最寄りの連絡場所】 群馬県桐生市広沢町一丁目2681番地

【電話番号】 (０２７７)５２－０１１１(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長　　武　信幸

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

株式会社ミツバ(E02205)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間
   自平成24年４月１日
   至平成24年６月30日

   自平成25年４月１日
   至平成25年６月30日

  自平成24年４月１日
  至平成25年３月31日

売上高　　　　　　　（百万円） 56,442 62,535 225,605

経常利益　　　　　　（百万円） 2,503 5,310 12,169

四半期（当期）純利益（百万円） 1,126 3,458 6,473

四半期包括利益又は包括利益

　　　　　　　　　　（百万円）
3,022 8,764 12,570

純資産額　　　　　　（百万円） 43,292 62,376 52,576

総資産額　　　　　　（百万円） 198,619 222,553 207,534

１株当たり四半期（当期）

純利益金額　　　　　　（円）
25.14 77.23 144.51

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　　（円）
－ － －

自己資本比率　　　　　（％） 17.77 23.39 21.35

営業活動による

キャッシュ・フロー　（百万円）
4,522 5,017 16,075

投資活動による

キャッシュ・フロー　（百万円）
△4,202 △2,827 △16,495

財務活動による

キャッシュ・フロー　（百万円）
298 △1,213 △1,831

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高　　　　（百万円）
33,228 34,039 30,964

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

            しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

            りません。

　　　　４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

　　　　　　ます。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミツバ(E02205)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

（１）業績の状況　

  当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、経済対策や大胆な金融政策に対する期待感から株価上昇や円高

是正の進行に加え個人消費の拡大等もあり、緩やかな回復傾向が続いております。世界経済は、米国が景気持ち直しを

強める一方、欧州債務問題の長期化や中国等新興国は減速の動きが見られております。

　このような環境のなか、当社グループの連結売上高は62,535百万円（前年同期比10.8%増加）、連結営業利益は3,434

百万円（前年同期比41.1%増加）、連結経常利益は5,310百万円（前年同期比112.1%増加）、法人税等と少数株主利益

を控除し、四半期純利益は3,458百万円（前年同期比207.1%増加）となりました。

セグメント情報は次のとおりです。

　輸送用機器関連事業の売上高は60,509百万円（前年同期比10.8%増加）となり、セグメント利益は3,415百万円（前

年同期比35.9％増加）となりました。

　情報サービス事業の売上高は1,863百万円（前年同期比9.8％増加）となり、セグメント損失は32百万円（前年同期

は150百万円のセグメント損失）となりました。　

　その他事業は、売上高は628百万円（前年同期比8.4％減少）、セグメント利益は46百万円（前年同期比27.2％減少）

となりました。

　　

（２）キャッシュフローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ3,074百万円増加し34,039百

万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、5,017百万円（前年同期は4,522百万円）となりました。この主な要因は、税金等調

整前四半期純利益5,365百万円と、減価償却費2,583百万円です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は、2,827百万円（前年同期は4,202百万円）となりました。この主な要因は、有形固定資産

の取得による支出3,135百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は、1,213百万円（前年同期は298百万円の獲得）となりました。この主な要因は、長期借入

金の返済による支出547百万円です。 

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、176百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,581,809 45,581,809
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 45,581,809 45,581,809 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 45,581,809 － 9,885 － 16,597

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社ミツバ(E02205)

四半期報告書

 4/16



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】　

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） －　 － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　918,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 43,995,000 43,995 －

単元未満株式 普通株式　　　668,809 － －

発行済株式総数  45,581,809 － －

総株主の議決権 －　 43,995 －

　（注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が17,000株含まれております。また、「議

決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数17個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　㈱ミツバ
群馬県桐生市広沢町

一丁目2681番地　
793,000 － 793,000 1.74

　㈱落合製作所 群馬県富岡市宇田250－11 125,000 － 125,000 0.27

計 － 918,000 － 918,000 2.01

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,365 35,380

受取手形及び売掛金 38,296 44,170

有価証券 105 200

商品及び製品 10,841 11,207

仕掛品 2,687 3,037

原材料及び貯蔵品 16,833 16,546

繰延税金資産 1,008 1,041

その他 13,626 13,747

貸倒引当金 △129 △188

流動資産合計 115,634 125,142

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 54,900 56,952

減価償却累計額 △36,653 △37,802

建物及び構築物（純額） 18,247 19,150

機械装置及び運搬具 104,121 109,061

減価償却累計額 △80,022 △83,865

機械装置及び運搬具（純額） 24,099 25,195

工具、器具及び備品 43,901 45,048

減価償却累計額 △41,024 △41,876

工具、器具及び備品（純額） 2,877 3,171

土地 6,434 6,681

リース資産 3,432 3,574

減価償却累計額 △1,508 △1,681

リース資産（純額） 1,923 1,893

建設仮勘定 4,517 6,473

有形固定資産合計 58,100 62,565

無形固定資産 2,735 3,329

投資その他の資産

投資有価証券 21,292 21,140

長期貸付金 923 1,209

繰延税金資産 701 717

長期前払費用 6,369 6,623

その他 1,830 1,880

貸倒引当金 △54 △55

投資その他の資産合計 31,063 31,516

固定資産合計 91,900 97,411

資産合計 207,534 222,553
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,934 23,211

短期借入金 69,472 71,261

1年内償還予定の社債 160 160

未払金及び未払費用 18,848 18,459

未払法人税等 771 985

賞与引当金 3,988 5,711

製品保証引当金 858 882

その他の引当金 90 60

その他 5,080 3,930

流動負債合計 120,204 124,662

固定負債

社債 212 212

長期借入金 26,941 27,588

繰延税金負債 4,983 4,979

引当金 782 911

その他 1,834 1,822

固定負債合計 34,753 35,514

負債合計 154,957 160,177

純資産の部

株主資本

資本金 9,885 9,885

資本剰余金 15,718 15,719

利益剰余金 22,061 25,546

自己株式 △552 △568

株主資本合計 47,113 50,582

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,247 5,401

為替換算調整勘定 △8,053 △3,925

その他の包括利益累計額合計 △2,806 1,476

少数株主持分 8,269 10,317

純資産合計 52,576 62,376

負債純資産合計 207,534 222,553
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 56,442 62,535

売上原価 49,056 53,332

売上総利益 7,385 9,203

販売費及び一般管理費 4,951 5,768

営業利益 2,433 3,434

営業外収益

受取利息 75 70

受取配当金 138 153

持分法による投資利益 170 381

為替差益 － 1,519

その他 256 116

営業外収益合計 640 2,240

営業外費用

支払利息 329 266

為替差損 82 －

その他 158 98

営業外費用合計 570 364

経常利益 2,503 5,310

特別利益

固定資産売却益 96 5

投資有価証券売却益 － 118

その他 126 8

特別利益合計 223 132

特別損失

固定資産除却損 22 8

投資有価証券評価損 168 －

取引調査関連損失 267 42

その他 167 26

特別損失合計 626 77

税金等調整前四半期純利益 2,100 5,365

法人税等 523 1,295

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576 4,070

少数株主利益 450 611

四半期純利益 1,126 3,458
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576 4,070

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △864 184

為替換算調整勘定 2,170 4,131

持分法適用会社に対する持分相当額 139 378

その他の包括利益合計 1,445 4,694

四半期包括利益 3,022 8,764

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,061 7,741

少数株主に係る四半期包括利益 960 1,023
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,100 5,365

減価償却費 2,770 2,583

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19 51

受取利息及び受取配当金 △213 △223

支払利息 329 266

持分法による投資損益（△は益） △170 △381

有形固定資産売却損益（△は益） △96 △3

売上債権の増減額（△は増加） 742 △2,815

たな卸資産の増減額（△は増加） 224 2,395

仕入債務の増減額（△は減少） △3,511 △1,084

その他 3,318 30

小計 5,512 6,184

利息及び配当金の受取額 236 223

利息の支払額 △274 △233

法人税等の支払額 △952 △1,157

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,522 5,017

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 200 5

有形固定資産の取得による支出 △4,425 △3,135

有形固定資産の売却による収入 549 123

投資有価証券の取得による支出 △91 △6

投資有価証券の売却による収入 － 238

貸付けによる支出 △894 △264

貸付金の回収による収入 542 603

その他 △83 △391

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,202 △2,827

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,254 △175

長期借入れによる収入 333 442

長期借入金の返済による支出 △551 △547

配当金の支払額 △313 △357

少数株主への配当金の支払額 △182 △226

その他 △242 △348

財務活動によるキャッシュ・フロー 298 △1,213

現金及び現金同等物に係る換算差額 552 1,795

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,171 2,772

現金及び現金同等物の期首残高 31,897 30,964

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 159 301

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 33,228

※
 34,039

EDINET提出書類

株式会社ミツバ(E02205)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、㈱落合製作所及び、三葉士林電機（武漢）有限公司は重要性が増したため、連

結の範囲に含めております。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 34,074百万円 35,380百万円

有価証券勘定 657 200

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,395 △1,441

価値変動のリスクのある有価証券等 △107 △100

現金及び現金同等物 33,228 34,039

　

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 313 7 平成24年３月31日平成24年６月12日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日

取締役会
普通株式 358 8 平成25年３月31日平成25年６月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）　

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
 

報告セグメント　
　

合計
調整額
（注）１
　

　
四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２
　

輸送用機器
関連事業

情報サービス
事業

その他事業

売上高                         

外部顧客への売上高 54,415 1,395 631 56,442 － 56,442

セグメント間の内部売上高又は振替高 179 301 54 535 (535) －

計 54,595 1,696 685 56,977 (535) 56,442

セグメント利益（又はセグメント損失） 2,512 (150) 63 2,426 7 2,433

　（注）１．セグメント利益の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　（固定資産に係る重要な減損損失）　

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）　

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
 

報告セグメント　
　

合計
調整額
（注）１
　

　
四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２
　

輸送用機器
関連事業

情報サービス
事業

その他事業

売上高                         

外部顧客への売上高 60,317 1,648 569 62,535 － 62,535

セグメント間の内部売上高又は振替高 192 214 59 465 (465) －

計 60,509 1,863 628 63,001 (465) 62,535

セグメント利益（又はセグメント損失） 3,415 (32) 46 3,429 4 3,434

　（注）１．セグメント利益の調整額４百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　（固定資産に係る重要な減損損失）　

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）　

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 25円14銭 77円23銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,126 3,458

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,126 3,458

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,796 44,782

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

　

２【その他】

平成25年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

（１）配当金の総額………………………………………358百万円

（２）１株当たりの金額…………………………………８円

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年６月６日

（注）　平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月７日

株式会社ミツバ

取締役会　御中

新宿監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 壬生　米秋　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 末益　弘幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツバの

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツバ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　 　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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